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諸塚村議会だより 諸塚村議会だより

　近年の日本列島は地震、集中豪雨等の自然災害が、いつ発生するかわからない状況である。また近隣諸国
の不安定な動向も先行きが懸念されるところである。
　そのような中、平成２８年度一般会計では、歳入３７億３４００万円、歳出３５億３９００万円、歳入で４
４００万円の１.２％減、歳出で９８００万円、２.７％の減で、それぞれ対前年比、減額決算となった。
　事業面では、諸塚保育所の新築、椎茸共同選別場改修への補助、農林業への基盤整備、生活道の改良や維持
管理等、村民の生活、生産活動へ直結した効果的な執行がなされている。依存財源が８３.３％であり自主財
源が少ないものの財政状況としては良好である。
　今後も厳しい財政運営が予想されるが、村民福祉並
びに村民所得の向上を目指し活力ある村づくりを進め
ることを期待して総括とする。

総括意見

個別意見
１．人口減少対策への取り組み
２．自然災害への事前対策の徹底
３．森林環境税の早期実現と市町村適正配分への
　　取り組み

…………………………………………………………163万円
………………………………………………………………135万円

…………………………………………………865万円
……………………………………………………254万円

………………………………………2,000万円
………………………………………………………1,000万円
……………………………………………………………315万円
…………………………………………………………807万円

………………………………………………………………………2,000万円
…………………………………………………2,960万円

…………………………………………………………170万円
…………………………………………………5,220万円

平成28年度一般会計決算認定
平成29年第３回定例会

歳入額　
歳出額　

37億3397万円
35億3920万円

決算審査特別委員会

★　特　別　会　計　★

会　計　名

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介護保険事業特別会計

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

診 療 所 事 業

特 別 会 計 合 計

決　算　額

3億8002万円

2764万円

2億5694万円

2534万円

1353万円

2億9985万円

10億332万円

第３回定例議会 平成29年度一般会計補正予算
補正額：1億5700万円

◆一般会計の主な補正内容◆

合計32億8800万円
（単位）万円

「総務」・社会保障・番号制度システム改修事業
「住民」・障がい者（児）福祉計画策定事業
　　　　・簡易給水施設整備事業（荒谷・立岩・川内等）
「産業」・椎茸団地ハウス台風被害修繕（ハウス3棟）
　　　　・椎茸共同選別場整備事業補助（42,217千円×1/2）
「建設」・林道開設改良事業（村単独工事3路線）
　　　　・災害急傾斜地崩壊対策事業（4施設）
　　　　・道路新設改良・村単独事業（測量設計）
　　　　・道路維持補修事業（追加）
　　　　・林業施設災害復旧事業（補助・単独工事費）
　　　　・耕地災害復旧事業（補助・単独工事費）
　　　　・土木施設災害復旧事業（補助・単独工事費）

…………………………………………………………………………………101万円
……………………………………………………………………………………457万円

…………………………………………………………………………………………743万円
……………………………………………………………………………………828万円

……………………………………………………………………………………1,080万円
………………………………………………………………………………………290万円
………………………………………………………………………………………323万円
………………………………………………………………………………………567万円
………………………………………………………………………………………410万円

◆特別会計の主な補正内容◆
「国　　　保」・保険事業費
　　　　　　　・諸支出金
　　　　　　　・予備費
「介 護 保 険」・諸支出金
　　　　　　　・予備費
「簡 易 水 道」・衛生費
「公共下水道」・衛生費
「診 療 所」・総務費
　　　　　　　・医業費

◆条例の制定◆
「総務課」
・諸塚村暴力団排除条例の一部を改正する条例の制定

「建設課」
・諸塚村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例の制定

宮崎県町村議会議員大会 町村議会議長会

議会費

4579万円

総務費

7億1734万円

民生費

4億6069万円

衛生費

1億5911万円

農林水産費

6億7943万円

商工費

4408万円

土木費

3億3090万円

消防費

2927万円

教育費

2億519万円

災害復旧費

2億9361万円

公債費

3億9099万円
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一

質
般

問
今
回
二
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

①
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

②
財
政
運
営
に
つ
い
て

梅田　義輝 議員

①
諸
塚
村
出
身
高
校
生
に
対
す
る

就
学
補
助
に
つ
い
て
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）

田原　尚美 議員

西川　健 村長

甲斐　誠 教育長

梅
田
議
員

問　

戦
後
の
高
度
成
長
に

伴
い
、
大
都
市
へ
の
若
者

流
出
と
過
疎
化
、
高
齢
化
、

さ
ら
に
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
は
と
ど
ま
る
ど
こ

ろ
か
ス
パ
イ
ラ
ル
減
少
に

近
い
様
相
を
呈
し
て
い

る
。

　

村
民
も
公
民
館
活
動
の

あ
り
方
、
集
落
の
維
持
、

道
路
の
管
理
、
さ
ら
に
人

手
不
足
、
人
材
不
足
な
ど
、

現
場
に
お
い
て
実
感
し
は

じ
め
て
い
る
が
、
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

西
川
村
長

答　

定
住
人
口
は
、
住
ま

い
や
教
育
に
関
す
る
個
人

や
家
族
の
判
断
に
左
右
さ

れ
る
。
い
わ
ば
、
自
由
に

選
べ
る
時
代
に
住
民
に
諸

塚
村
に
住
む
と
い
う
選
択

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

る
。
経
済
的
側
面
も
あ
る

が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

心
理
的
な
面
も
無
視
で
き

な
い
要
素
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
行
政
の
施

策
だ
け
で
な
く
、
議
会
の

皆
様
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
諸
塚
村
の
特
色
で
あ

る
自
治
公
民
館
組
織
と
協

働
し
、
関
係
機
関
と
密
接

に
連
携
し
て
、
定
住
人
口

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
う
。

梅
田
議
員

問　

本
村
財
政
は
健
全
に

推
移
し
て
い
る
と
判
断
す

る
。
む
し
ろ
、
必
要
以
上

の
基
金
積
立
金
は
財
務
省

サ
イ
ド
の
財
政
健
全
化
の

餌
食
に
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
人
口
減
少
時
代
の

財
政
は
、
交
付
税
を
は
じ

め
財
政
収
入
額
な
ど
縮
小

傾
向
に
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
比
較
的
体
力
が

あ
る
う
ち
に
、
重
要
施
策

は
前
倒
し
で
実
施
す
る
必

要
性
も
感
じ
る
。
基
金
取

り
崩
し
に
よ
る
積
極
的
財

政
へ
の
転
換
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え

を
伺
う
。

西
川
村
長

答　

将
来
、
国
県
の
支
援

が
な
く
、
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、

数
多
く
あ
る
公
共
施
設
の

維
持
管
理
に
か
か
る
費
用

が
あ
る
。
建
物
に
限
ら
ず
、

村
内
に
は
縦
横
無
尽
に
走

っ
て
い
る
村
道
、
林
道
な

ど
の
維
持
管
理
に
も
多
額

の
予
算
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

る
が
、
村
と
し
て
、
村
内

へ
の
投
資
を
惜
し
む
と
、

ま
す
ま
す
少
子
化
に
拍
車

が
か
か
る
の
で
は
と
危
惧

し
て
い
る
。
費
用
対
効
果

の
検
証
も
実
施
し
よ
う
と

思
う
。
事
業
の
総
検
証
を

行
い
、
重
複
し
て
い
る
事

業
は
な
い
か
、
効
果
が
あ

ら
わ
れ
て
い
な
い
事
業
は

な
い
か
な
ど
検
証
を
行

い
、
最
も
重
点
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
に
予
算
を
反
映
す
べ

く
、
新
年
度
予
算
に
盛
り

込
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

田
原
議
員

問　

諸
塚
村
で
は
中
学
校

を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、

寮
や
下
宿
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
保
護
者
は
大
き

な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
諸
塚
村
は
子
育
て
環

境
に
恵
ま
れ
、
支
援
も
行

き
届
い
て
い
る
が
、
子
供

は
成
長
す
る
に
つ
け
、
心

配
と
金
銭
負
担
も
大
き
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

保
護
者
の
方
か
ら
も
、

補
助
を
求
め
る
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
教
育
長

の
考
え
を
伺
う
。

甲
斐
教
育
長

答　

国
に
お
い
て
も
、
高

校
の
授
業
料
は
国
の
制
度

で
無
償
と
な
っ
て
お
り
、

以
前
に
比
べ
れ
ば
保
護
者

の
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。

　

ま
た
、
国
、
県
、
村
の
奨

学
金
も
あ
る
の
で
、
先
ず

は
そ
の
利
用
を
考
え
る
べ

き
と
思
う
。
帰
村
す
れ
ば

免
除
も
あ
り
、
人
口
増
加

に
も
な
る
。
補
助
金
に
つ

い
て
は
慎
重
に
判
断
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

田
原
議
員

問　

県
内
の
3
村
の
中

で
、
西
米
良
村
と
椎
葉
村

が
平
成
22
年
か
ら
就
学
支

援
金
を
支
給
し
て
い
る
。

い
ま
一
度
し
っ
か
り
試
算

を
し
て
い
た
だ
き
、
財
政

運
営
の
苦
し
い
中
で
は
あ

る
が
、
未
来
へ
の
投
資
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

甲
斐
教
育
長

答　

ま
ず
は
、
教
育
委
員

会
の
中
で
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
う
し
、
そ
の
教
育
委

員
会
と
し
て
の
考
え
方
を

整
理
し
た
上
で
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
よ

う
な
形
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

田
原
議
員

問　

入
院
に
か
か
る
医
療

費
助
成
に
い
ち
早
く
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

年
々
、
子
育
て
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
く
中
で
、
外

来
受
診
医
療
費
の
助
成
を

求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

子
供
へ
の
投
資
は
未
来

へ
の
投
資
で
あ
る
と
い
う

強
い
思
い
で
、
こ
の
問
題

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
若
い
世
代
の
意
識

の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

福
祉
の
充
実
し
た
村
と
し

て
村
内
外
に
発
信
し
て
、

人
口
減
少
、
少
子
化
に
も

歯
止
め
が
か
か
る
の
で
は

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え

を
伺
う
。

西
川
村
長

答　

質
問
の
中
に
、
福
祉

の
充
実
し
た
村
と
あ
る

が
、
総
合
的
に
充
実
し
た

村
づ
く
り
を
目
指
す
産
業

振
興
、
生
活
、
住
ま
い
、

福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど

の
多
岐
に
わ
た
る
補
助
金

や
制
度
の
整
備
検
討
の
必

要
が
あ
る
と
、
と
ら
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
に
、
各

課
の
取
り
組
み
項
目
を
一

覧
に
取
り
ま
と
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
に
、
全
体
的

な
も
の
を
見
な
が
ら
、
ど

れ
も
拡
充
を
考
え
た
い
、

そ
し
て
、
新
年
度
の
当
初

予
算
に
反
映
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

田
原
議
員

問　

昨
年
、
民
生
委
員
と

の
意
見
交
換
会
の
と
き
に

も
、
そ
の
よ
う
な
意
見
が

あ
っ
た
。
人
口
減
少
対
策

と
か
、
福
祉
の
充
実
が
し

平成 29 年 11月

②
子
供
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
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そ
こ
が
聞
き
た
い

歳入歳出決算に対する
質疑応答 （総括質疑）

歳入歳出決算に対する
質疑応答 （総括質疑）

歳入歳出決算に対する
質疑応答 （総括質疑）

（質疑）
④ふるさと納税、家屋調査、防犯灯
の補助について
① ふるさと納税は、村民に対してどのよう
　 な効果があるのか。
② 家屋調査が行われたが、どのような結果
　 で今後の利活用は。
③ 諸塚と滝ノ下地区に対して、防犯灯の補
　 助事業があるが、各地区の防犯灯も補助
　 対象とする考えはないのか。
答弁
① 諸塚村の特産品が返礼品となるので、生
　 産者の収入、及び村のPRを含めて、色々
　 な面で波及効果はある。
② ２２年ぶりに全家屋調査を行ったので、
　 その結果は精査中である。
③ 防犯灯については、諸塚、滝ノ下地区は、
　 子どもの通学路でもあるので、年間の電
　 気料金の約半分を助成しているが、その
　 他の地域の防犯灯の補助はない。

（質疑）
⑤地域おこし協力隊について
　地域おこし協力隊本来の職務は？
答弁
　地域おこし協力隊は観光協会の指導の元
　に業務を行っている。

（質疑）
⑥商工会事業について
　商工観光費に平成２８年度は後継者商業
基盤支援事業で予算があったが、継続は。
答弁
　商工会の活性化のためにも活用をお願い
しているので、今後とも継続する予定であ
る。

（質疑）
①移住・定住について
① 移住定住の一番の問題点は何か。
② 移住してくる場合に、住宅のゆとりはあ
　 るのか。
答弁
① 一番の問題点は、住まいの問題である。
　 また、他の地域の方が住まわれるので、
　 それに対する集落の方の抵抗はいまだ
　 に根強いものがある。
② 候補としては、空き家がある。平成２５
　 年から調査をし、村内の空き家を概ね把
　 握している。

（質疑）
②諸塚村産材の活用について
　諸塚保育所新築に77.5％の村産材を使
用しているとの説明であるが、その根拠を
教えてもらいたい。
答弁
　この内訳については、施工業者と設計監
理者設計監理をしている設計会社、そこの
出来高の証明書等を参考にした資料である。

（質疑）
③人手不足、人材不足について
① 森林整備事業、特にこの下刈りの２回刈
　 りが、消化されたのか伺う。
② ウッドピア運営補助が、２,０００万円
　 から１,０００万円に減額となっている
　 が、ウッドピア職員の賃金はアップして
　 いるのか。
答弁
① 下刈りの２回刈りは現状として、そこま
　 で手が回らなかった状況である。
② 若手職員を主体に、全体的な賃金の底上
　 げを行った。
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取
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特
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場
の
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材
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用
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載
が
な
か
っ
た
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で
あ
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今
後
の
森
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認
証
の
村
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し
て
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組
み
に
つ

い
て
も
、
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、
東
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ン
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連
施
設
の
使
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材
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取
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③
F
S
C
森
林

認
証
材
の
活
用

に
つ
い
て

主な活動

入郷地域開発期成同盟会本庁要望

町村議会議員大会

林野庁へ要望活動

決算審査特別委員会

南三陸町
震災復興状況調査
南三陸町

震災復興状況調査
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知事要望

児童・民生委員と意見交換会

林野庁意見交換会 林野庁意見交換会

随　

想

随　

想

「
シ
キ
ミ
栽
培
」

堀　

英
博

　

平
成
19
年
の
秋
だ
�
た
か
�
中
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公
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催
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介
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出
荷
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き
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シ
キ
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り

組
む
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�
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分
し
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成
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0
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植
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し
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�
シ
キ
ミ
は
７
年
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成
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な
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�
３
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め
�
横

枝
か
ら
萌
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伸
び
て
き
て
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�
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少
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出
荷
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ま
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す
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勝
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な
の
で
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�
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に
ア
ブ
ラ
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コ
ナ
ジ
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に
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を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
�
防
除

は
毎
月
一
回
�
春
か
ら
秋
ま
で
行
い
ま

す
�
こ
の
７
年
ほ
ど
は
場
所
の
平
ら
な

林
地
を
伐
採
し
�
挿
し
木
で
少
し
ず
つ

植
栽
を
続
け
ま
し
た
�
現
在
�
4
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種

約
80
ア
�
ル
ほ
ど
植
栽
し
�
内
50
ア
�

ル
分
が
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
�
夏
場
の
下
草
刈
り
�
防
除
と
大
変

で
は
あ
り
ま
す
が
�
生
涯
現
役
で
頑
張

り
ま
す
�

村
内
各
小
学
校
の

編 後集 記
　山粧う秋、十月に入り朝夕ようやく秋の気配が感じられたもの
の、長雨続きで爽やかな秋空が恋しい今日この頃。
　今年、最後の議会だよりが皆様の手元に届く頃には、爽やかな
秋空を期待したいものです。これからも読みやすい広報紙づくり
に努めてまいりますので、引き続きご愛読をよろしくお願いいた
します。

（編集委員）田原尚美　堀　英博　岩本國和　山本利夫

　

　11月に入りようやく秋の気配が感じられるようになりまし
た。大自然の懐に抱かれて、村内各地域では秋の大祭が盛大に
行われております。こういう祭りを通して変わらない日常に感
謝したいものです。
　今年、最後の議会だよりとなりました。
　ご愛読よろしくお願いいたします。

夫利 本山  　和國 本岩  　博英 堀  　美尚 原田 ）員委集編（ 
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災
大
と
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次
は
島
列
本
日
の
年
今

　

化
暖
温
球
地
は
の
な
配
心
て
え
加

中
地
し
出
け
溶
が
土
凍
久
永
の
極
北

な
来
出
は
事
仕
の
で
外
屋
し
昇
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は

　

上
も
度
４
は
度
温
の
球
地
で
年
十
五

け
続
い
追
を
長
成
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経
の
前
の
目
に

　

は
で
の
も
た
し
定
安
で
成
完
未
だ
ま

の
も
る
じ
信
と
る
得
り
な
に
源
資
な編 後集 記

知事要望

林野庁との意見交換会

長野市での所管事務調査

8

月 日 場　所内　　　　容

9

10

地方行政問題協議会・正副議長研修会  

入郷地域開発期成同盟会本庁要望活動  

国道503号期成同盟会総会・総決起大会  

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

合同所管事務調査  

議会運営委員会・議会全員協議会  

九州中央道建設促進地方大会  

本会議開会（～8日）  

決算審査特別委員会  

　　　　〃  

　　　　〃  

　　　　〃  

決算審査特別委員会（まとめ）  

第3回定例議会本会議(最終日）  

合同所管事務調査  

三村議会協議会総会・研修会  

国道503号 飯干トンネル整備促進要望  

森林・林業・林産業活性化研究委員会  

県議長会臨時総会・議員大会・講演会

広域連合議会運営委員会  

東臼杵郡幹部議員研修会  

宮 崎 市

宮 崎 市

中 公

延岡・日向市

長 崎 県

熊本県御船町

役 場

延岡市北方町

役 場

〃

〃

〃

〃

〃

〃

東京都・長野県

西 米 良 村

福 岡 市

宮 崎 市

美 郷 町

日 向 市

日 向 市

2

8

10

17

18

22

30

31

7

9

12

13

14

15

16

27～29

3

11

11

13

24

26

（8）第 155号

月 日 行　事　名

入郷地域開発期成同盟会本庁要望活動

地方行政問題協議会・正副議長研修会

九州中央道建設促進地方大会

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

議会運営委員会・議会全員協議会

町村議会議長会役員会

国道503号期成同盟会総会・総決起大会

本会議開会（〜15日）

決算審査特別委員会

　　　　〃

全国和牛能力共進会・連合所管事務調査

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会（まとめ）

第3回定例議会本会議(最終日）

第３回臨時議会

県議長会臨時総会・議員大会・講演会

三村議会協議会総会・研修会

広域連合議会運営委員会

森林・林業・林産業活性化九州大会

連合所管事務調査

10

10

17

18

23

31

1

5

6

7

8

10〜12

13

14

15

6

12

20

23

26

27

場　所

宮 崎 市

宮 崎 市

熊 本 市

延岡・日向市

県 庁

役 場

宮 崎 市

中 公

役 場

役 場

〃

仙台市・東京都

役 場

〃

〃

役 場

綾 町

椎 葉 村

日 向 市

大 分 市

熊 本 市

8

9

10

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は1２月８日（金）
開会予定です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　


